
平成２６年度

評価の項目 今年度の重点目標 具体的取組 主担当 現　　　状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 中間評
価 今後の取組 備考

主体的な学習態度を育て，基礎
的基本的な学力の定着と共に，
言語活動を充実させ，活用力（思
考力・判断力・表現力）の向上に
努める。

「家庭学習」「はげみ学習」の充実を図
る。
学力調査の結果の分析をもとに、児童に
必要な力は何かを考察し、授業改善に
活かす。

教務主
任

学習意欲と基礎的基本的な学力の定着に個人差が
ある。

活用力を高める授業実践は十分とは言えない。

【成果指標】
学年相当の知識・技能が身についている。
【努力指標】
活用力向上に向け，指導法の工夫改善に取り組
むことができた。

国語・算数の評価テストの全ての観点で，80％に達し
た児童の割合が
A　90％以上　　　B　80％以上
C　70％以上　　　D　70％未満

C・Dの場合は，
授業・はげみ学
習・家庭学習の
内容やそのあり
方を再検討す
る。

B

・「思考、判断」の領域については、引き続き個別
の支援を行う。

単元毎に行う評価テスト
等で行う。
学期毎に教員対象に調
査を実施する。

「単元を貫く言語活動の充実」を
通して、児童の確かな言葉の力
を育成する。

つけたい力を明確にし、児童が主体的に
目的意識を持って取り組める「単元を貫く
言語活動」を国語科の各単元に位置付
けていく。

研究主
任

児童の言葉の力に個人差があり、つけた力が学校
生活全般において活きて働く力にはなっていな
い。また国語科の授業づくりにおいて、単元を貫
く言語活動を設定することは全教員が意識してい
るものの、各単元におけるつけたい力はまだ不明
確な点が多く、つけたい力にぴったりの言語活動
の選定について研究を深める必要がある。

【努力指標】
国語科の授業づくりにおいて、児童が主体的
に目的意識を持って取り組むことができるよう
な言語活動を、単元を貫いて設定する。

国語科において、児童が主体的に目的意識を
持って取り組むことができるような言語活動を、単
元を貫いて設定した教師の割合が
Ａ　90％以上　　　　　　Ｂ　80％以上
Ｃ　70％以上　　　　　　Ｄ　70％未満

ＣＤの場合は、
研究先進校の
取り組みなど
をもとに、指導
法の改善を行
う。

A

・どのような言語活動を設定したのか、またはそ
れがつけたい力に適していたかなど、振り返る場
を設けながら、言語活動を蓄積していく。

学期毎に、教職員対
象の調査を実施する。

自分の好きな読み物だけでなく、
多分野にわたる本や良書（必読
選定図書、並行読書の図書）を
も選ぶことができ、進んで読書を
する児童を育成する。

朝の読書や読書ノートの取り組みを継続
することによって、読書習慣を培う。必読
図書、並行読書を通じ、良書を楽しみ、
様々な分野の本に触れることで読書へ
の意欲を高める。

図書館
指導担

当

朝の読書の様子や読書の記録からほとんどの児
童が読書習慣を身につけている。しかし、好きな
読み物はたくさん読破しているもののに、並行読
書や必読図書にはなかなか目の向かない児童も
見られる。

【努力指標】
担任が働きかけることで、児童が主体的に目
的意識を持って読書活動に取り組むことがで
きたか。

おすすめの本の紹介の活動を自分の選書に役立
てることのできた児童の割合が
Ａ　９０％以上
Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上
Ｄ　７０％未満

ＣＤの場合は、
取り組み内容
を再検討す
る。 A

・児童がおすすめカードを書き、それを掲示す
る。また、機会を捉えて紹介をすることで、他の
児童にも選書の参考になるようにする。

７・12月に児童を対象
にアンケートを実施す
る。

集団の一員としての自覚と責任
を持ち、進んで明るく楽しい学校
生活を送ろうとする児童を育成
する。

学級ごとに生活目標の具体的な取り組
みについて話し合い、めあてを達成でき
るようにする。

生徒指導主事

気持ちのよい挨拶や言葉遣いについて気をつ
け、進んで挨拶をする児童が増えたが、その
他の生活目標については掲示や指導がある
が、児童自らが取り組もうという意識は薄
い。

【成果指標】
生活目標を理解し、めあてを達成することが
できる。

めあてを達成した児童の割合が
Ａ　９０％以上
Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上
Ｄ　７０％未満

ＣＤの場合は、
取り組み内容
を再検討す
る。

A

・全学級の具体的めあてを廊下の掲示板などに
貼り出すことで、生活目標の達成を全校的な取り
組みとして児童が意欲を高められるようにする。

７・12月に教職員を対
象にアンケートを実施
する。

縦割り集団活動を推進し、好まし
い人間関係を育成する。

児童理解の場を適宜もち、児童個人およ
び全体の様子について共有し、適切に指
導・助言を行う。学校アンケートやＱ－Ｕ
などを活用し、個に応じたきめ細かな指
導をする。

生徒指導主事

地域では児童たちの異学年の関わりが多い
が、少人数に起因する人間関係の固定化が見
られる。これらに対しては職員全体で共通理
解し、児童のよりよい人間関係づくりを目指
して指導にあたる必要がある。

【努力指標】
児童個人及び全体の状況の把握に努め、職
員が共通理解をして指導・支援の改善をす
る。

Ｑ－Ｕや児童理解の場などを生かした、児童の様
子について共通理解し、指導・支援をした職員の
割合が
Ａ　９０％以上　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　Ｄ　７０％以下

ＣＤの場合は、
取り組み内容
を再検討す
る。 A

・Ｑ－Ｕ、生活（いじめ）アンケー、個人懇談、児
童理解の会を定期的に行って児童理解につとめ
るとともに、普段から児童の様子を観察し、職員
間での情報交換を密にすることで児童の問題行
動やいじめ等を予防し、健全な学校生活を送ら
せるようにする。

７・12月に教職員を対
象にアンケートを実施
する。

③進路指導・
キャリア教育

学校生活の様々な場で、自分の
持ち味を発揮し、役割を自覚でき
るようにする。

道徳の時間に、1-(2)勤勉努力、4-(2)勤
労、1-(5)(6)個性の伸長の内容項目で
キャリア教育の視点を生かした授業を行
う。

キャリア教
育

推進教師

自分に与えられた役割をきちんと果たすこと
ができる児童は多いが、自分の持ち味を生か
して役割を果たそうとする意欲にはやや欠け
る面が見られる。自他の良さを自覚し、その
良さを生かしながら、学級や学校の一員とし
ての役割を自覚させたい。

【努力度指標】
道徳の授業で、1-(2)勤勉努力、4-(2)勤労、1-
(5)(6)個性の伸長の内容項目でキャリア教育
の視点を生かした授業に取り組む。

キャリア教育の視点を生かした道徳の授業に取り
組んだ数が、
A　各学期に1回以上,年間4回以上
B　年間を通して３回
C　年間を通して２回
D　年間を通して1回

ＣＤの場合は、
取り組み内容
を再検討す
る。 A

・キャリア教育の全体計画を見直し、それに基づ
いた指導をおこなう。

７・12月に教職員を対
象にアンケート調査を
実施。

危機管理意識の高める訓練を通
して，教職員の意識を高め、児
童が安全で，安心した学校生活
を送れるようにする。

外部の協力者から指導を受けながら、年
３回の避難訓練の実施と内容の充実を
図る。 教　頭

学期ごとに火災・不審者・地震対応の避難訓
練を実施しているが，教職員や児童の意識を
高めるため，実践的な訓練も必要である。

【満足度指標】
様々な状況に対して，職員や児童が適切かつ
安全な避難行動ができる。

避難訓練が危機意識を高める，実践的な訓練に
なった。
Ａ　３回とも　　　       Ｂ　２回
Ｃ　１回　　　            Ｄ　ならなかった。

ＣＤの場合は、
指導計画や内
容を再検討す
る。

B

児童だけではなく、今後は職員対象の訓練も実
施して、危機管理意識をより一層高めたい。

実施後職員にアン
ケートを実施する。

定期的な点検活動を通して，
児童が安全で，安心した学校
生活を送れるようにする。

毎月の管理場所の安全点検の実施と日
常での気になる個所の報告の充実を図
る。。

教　頭

毎月管理場所の点検は，実施しているが，校
舎の老朽化に伴い，日常的にも気になる個所
への配慮も必要である。

【満足度指標】
定期的な管理場所の安全点検や日常的な気
になる個所への安全確保に努める。

安全確保に努めている教職員が
Ａ　９０％以上　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　Ｄ　７０％未満

ＣＤの場合は、
点検内容や意
識づけに向け
て再検討す
る。

A

校舎の老朽化が進む中、各担当場所に関わら
ず、気がついたときにはすぐ報告してもらい、で
きるだけ早期改善等に努めたい。

職員アンケートおよび
安全点検表でチェック
する。
備考欄にその他気に
なる個所についても報
告する。

健康の保持増進に向け、積極的
に運動に親しもうとする態度を育
て、児童のバランスのとれた体
力の向上を図る。

体育科の授業の中に、年間を通してコー
ディネーショントレーニングを位置付ける
とともに、マラソン大会・縄跳び大会等、
体育的行事に向け強化月間を設定す
る。

体育担
当

休み時間には自ら進んで運動している児童がい
る一方で、全く運動をしない児童もおり、運動機
会が二極化している。平成25年度の体力テスト
の結果から、全体的に上体起こしに見られる筋
力・筋持久力が低い傾向にある。また、高学年の
各体力要素のバランスが悪い。

【成果指標】
年間2回体力テストを実施し、2回目の体力テ
ストにおいて、各体力要素全48項目中38項目
（8割）以上Ｈ25年度の県平均記録の突破を目
指す。

10月の体力テストにおいて、各体力要素全48項目
中、Ｈ25年度県平均記録を突破した項目の割合が
Ａ　80％以上　　　　　　Ｂ　70％以上
Ｃ　60％以上　　　　　　Ｄ　60％未満

ＣＤの場合は、
取り組み内容
を再検討す
る。

10月実施予定

5月と10月に体力テス
トを実施する。

自他の心身を大切にし、自ら健
康な心身をつくろうとする子の育
成。

正しい姿勢を意識し生活できる児
童を増やす。

養護教
諭

勉強中の姿勢や給食時間中の姿勢が悪い児童
が多いと感じていた。春の視力検査の結果でも、
０．９以下の児童の割合が全体の３割を超えてい
るといった現状である。

【成果指標】
児童（自分の姿勢の様子）・教師（児童の様
子）それぞれにアンケートを実施し、正しい姿
勢を意識し生活できる児童が増えるようにす
る。

正しい姿勢を意識し生活している児童の割合
Ａ　80％以上　　　　　　Ｂ　70％以上
Ｃ　60％以上　　　　　　Ｄ　60％未満

ＣＤの場合は、
取り組み内容
を再検討す
る。 B

９月以降、学習中、個別指導をするとともに、11
月の学校保健委員会でも「姿勢」をテーマに取り
上げ、体の発育に与える影響について親子で学
習する機会を設ける。

学校保健委員会で正し
い姿勢について学習す
る。
（７月、１１月に児童アン
ケートを実施する。）

⑥特別支援教
育

支援を必要とする児童につい
て、共通理解を深め、具体的な
支援を行うことによって、個を伸
ばす。

必要に応じて、校内委員会を開く。また、
職員全体で共通理解を深める。専門相
談員の助言をもとに個に応じた支援を行
う。

特別支援教
育ｺｰﾃﾞｨﾈｰ

ﾀｰ

校内委員会や児童理解の会で十分に共通理解
を図り、必要に応じて専門相談員の支援・指導を
受ける。

【努力目標】
職員での共通理解を深め，具体的な支援を行
う。

個に応じた指導支援ができたと思える職員の割合
が
Ａ　９０％以上　　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　　Ｄ　７０％未満

Ｃ，Ｄの場合
は、具体的な
取組を見直
す。

A

・1学期にできなかったことで夏休み中にできるこ
とを専門相談員に来校していただき、進める。2
学期には、専門相談員から助言をいただき、個
に応じた指導に活かしていく。

７・12月に教職員を対
象にアンケート調査を
実施。

⑦組織運営

学校ビジョン達成に向け、各主任
や分掌担当が学校評価計画に
基づいて組織的，効率的に取り
組む。

各担当の取組みについての進捗状況や
内容について，運営委員会等で情報の
交流や共通理解，指導助言を行う。

教　頭

ビジョン達成に向け、それぞれの職員が取り組ん
でいるが，職員減少に伴い，より組織的，効率的
に，成果が上がるようにすることが大切である。

【努力指標】
ビジョン達成に向け，情報の交流や組織的・
効率的に学校運営に取り組むことができた。

組織的，効率的な学校運営が図られたと思う教職
員が
Ａ　80％以上　　　　　　Ｂ　70％以上
Ｃ　60％以上　　　　　　Ｄ　60％未満

Ｃ、Ｄの場合
は、内容や協
力体制や組織
作りの面から
再検討する。

A

少人数の中、各担当が一生懸命取り組んでいる
が、多くの分掌を抱え、多くの時間を費やすこと
もある。今後組織での協力体制や分掌の効率化
を一層進める必要がある。

７・12月に教職員を対
象にアンケート調査を
実施。

⑧研修
校内研修会を充実させ、教職員
一人一人の授業力の向上を目
指す。

校内研修サポート事業や指導主事の要
請訪問等、外部講師を招聘しての研修
会を計画的に行うとともに、授業整理会
の形式を工夫して校内研修会の充実を
図る。

研究主
任

昨年度は11月の研究自主発表に向け、校内研
修会に年間を通して3回外部講師を招聘した。ま
た、研究授業後の整理会は2グループに分かれ
てのワークショップ形式を取り入れたが、各グ
ループで話し合われた内容を全体で協議する時
間が確保できなかった。

【成果指標】
各研修等で学んだことを、全教員に広めてい
る。

各研修で学んだことを、全教員に広めている教職
員の割合が
Ａ　100％　　　　　 　Ｂ　８0％以上
Ｃ　７0％以上　　　　Ｄ　７0％未満

ＣＤの場合は
研修会の内容
や形式を再検
討する。 A

時間的に余裕がないため、ゆっくり研修内容につ
いて学習することは難しい。機会を捉えて研修内
容についての説明をできる場を設けたい。

７・12月に教職員を対
象にアンケート調査を
実施。

⑨保護者，地域
との連携

積極的に学校公開に努め，地域
や保護者と連携し，開かれた学
校づくりをする。

開かれた学校づくりのため授業参観・自
由参観，ホームページや学校だより等を
通して学校の様子を知らせる。

教　頭

学校だよりなど機会ある毎に学校の様子を家庭・
地域に知らせている。育友会活動についても保
護者の関心は高く協力的である。

【満足指標】
保護者や地域の人が様々な教育活動を理解
し満足している。

保護者が教育活動について
Ａ　満足している
Ｂ　ほぼ満足している
Ｃ　あまり満足していない
Ｄ　満足していない

CDの場合は
速やかに改善
策を考える。 A

これまで通り学級便りの発行やホームページの
更新に積極的に努める。

７・12月の保護者アン
ケートで調査

⑩教育環境整備校舎内外の環境美化及び整備
に努める。

校舎内外の環境美化がさらに向上する
ように、清掃の指導や用具の点検を行
う。

環境教育
担当

清掃については、人数に対して面積が広いた
め、効果的にする必要がある。掃除の児童の班
長が交代し、新入生も入ったので、再度掃除の
指導を徹底する必要がある。

【努力指標】
清掃の状況把握や用具点検でより良い環境
美化に努める。

掃除の点検表で、○の割合が９０％以上の児童が
A 　１００％　　　   B　９０％以上
C   ８０％以上　　 D　８０％未満

CDの場合は
計画や内容を
再検討する。 B

・班長へのリーダー意識をしっかり持たせ、清掃
や美化への意識を高めるように指導をしていきた
い。

学期ごとに掃除の点
検表で調査する。

加賀市立三谷小学校

④安全管理

⑤保健管理

学　校　評　価　（中間評価　）

　　学校教育目標　　　　　　　「自ら学び、心豊かでたくましく、未来を切り拓く三谷っ子の育成」
　　　　　・めざす子ども像　　　　みずから学び、自分の言葉で表現する子　　たくましい体を持つ子　　にっこにこ笑顔で、思いやりのある子　　こきょうを大切にする子

①教育課程・学
習指導

②生徒指導


